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福
井
県
の
有
効
求
人
倍
率
は
７
年
連
続
で

全
国
ト
ッ
プ
を
維
持
す
る
一
方
、
企
業
は
深

刻
な
人
手
不
足
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
状
況
を
背
景
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
「
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
注
目
を
集
め

て
い
る
。
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、
す
き
間

時
間
を
活
用
し
た
単
発
・
短
時
間
の
就
労
形

態
を
指
す
。
柔
軟
な
働
き
方
を
求
め
る
個

人
と
、
繁
忙
期
や
特
定
業
務
に
迅
速
に
対

応
し
た
い
企
業
の
ニ
ー
ズ
が
合
致
し
、
市

場
は
急
速
に
拡
大
を
続
け
て
い
る
。（
一
社
）

ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
へ
の
取
材
に
よ
る

と
、
今
年
７
月
１
日
時
点
の
登
録
者
数
は
約

３
７
０
０
万
人
（
協
会
加
入
大
手
４
社
の
登

録
数
、
重
複
あ
り
）
に
達
し
、
昨
年
２
月
の

２
２
０
０
万
人
か
ら
大
幅
に
増
加
し
た
。
特

に
若
年
層
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
副
業
の
新

た
な
選
択
肢
と
し
て
関
心
が
高
ま
る
。
企
業

側
に
と
っ
て
も
従
来
の
雇
用
形
態
で
は
困
難

だ
っ
た
柔
軟
な
人
材
確
保
が
実
現
し
つ
つ
あ

り
、
繁
忙
期
の
人
員
調
達
や
経
験
を
要
す
る

短
期
業
務
へ
の
対
応
が
可
能
と
な
る
。

　

こ
の
動
き
を
受
け
、
７
月
１
日
に
は
福
井

県
・
福
井
県
商
工
会
議
所
連
合
会
・
㈱
タ
イ

ミ
ー
の
三
者
で
、
産
業
振
興
に
関
す
る
協
定

を
締
結
。
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
推
進
と

事
業
者
へ
の
導
入
支
援
強
化
、
さ
ら
に
は
埋

も
れ
た
労
働
力
の
掘
り
起
こ
し
を
目
指
す
。

㈱
タ
イ
ミ
ー
へ
の
取
材
に
よ
る
と
、
今
年
４

月
の
県
内
事
業
所
登
録
数
は
前
年
同
月
比
で

１
・６
倍
、
ワ
ー
カ
ー
数
も
１
・５
倍
と
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
。
必
要
な
時
に
必
要
な
人

材
を
確
保
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
人

手
不
足
に
悩
む
企
業
に
と
っ
て
有
力
な
解
決

策
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

一
方
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
か
ら

は
「
導
入
方
法
が
不
明
」「
活
用
で
き
る
業

務
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
」
と
い
っ
た
戸

惑
い
の
声
や
単
発
・
短
時
間
の
働
き
手
へ
の

品
質
面
の
懸
念
な
ど
を
危
惧
す
る
経
営
者
も

少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
今
回
の
特
集
で
は
、

ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
実
際
に
活
用
す
る
企
業

事
例
や
専
門
家
の
知
見
を
通
じ
、
こ
の
新
し

い
働
き
方
の
可
能
性
と
効
果
的
な
導
入
・
活

用
の
ポ
イ
ン
ト
を
探
っ
て
い
く
。

The right people, when you need them
The benefits of using spot work from the perspective of businesses

福井県、福井県商工会議所連合会、㈱タイミーとの協定締結式

 
必
要
な
時
に
、 

 
必
要
な
人
材
を 

  

～
事
業
者
か
ら
見
る  

  
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
の
効
果
～  

特
集
特
集
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福
井
市
つ
く
も
で
家
電
小
売
・
電
気
工

事
業
を
営
む
㈲
赤
坂
電
機
。
繁
忙
期
の
人

手
不
足
解
消
の
た
め
に
タ
イ
ミ
ー
を
活
用

し
て
い
る
。
赤
坂
光
彦
社
長
に
ス
ポ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
実
態
に
つ
い
て
尋
ね
た
。

　

同
社
が
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
注
目
し
た

き
っ
か
け
は
、
夏
場
の
エ
ア
コ
ン
工
事
に

お
け
る
慢
性
的
な
人
手
不
足
で
、
直
近
１

年
間
で
延
べ
22
名
の
ワ
ー
カ
ー
を
活
用
し

た
。「
福
井
で
電
気
工
事
の
サ
ポ
ー
ト
と
い

う
仕
事
に
人
が
来
る
の
か
と
い
う
思
い
も

あ
っ
た
が
、
い
ざ
募
集
し
て
み
た
ら
あ
っ
さ

り
来
て
く
れ
て
驚
い
た
」
と
赤
坂
社
長
は
語 

る
。
時
給
１
，０
０
０
円
に
交
通
費
５
０
０
円

を
加
え
た
条
件
で
募
集
を
か
け
る
と
、
早
け

れ
ば
数
時
間
以
内
に
応
募
が
あ
る
。
利
用
者

層
は
30
～
40
代
の
男
性
が
主
で
、ダ
ブ
ル
ワ
ー

ク
希
望
者
と
求
職
者
が
半
々
で
あ
る
。
中
に

は
平
日
は
事
務
職
を
し
な
が
ら
も
「
仕
事
で

汗
を
か
き
た
い
」と
土
日
の
み
参
加
す
る
ワ
ー

カ
ー
や
、
エ
ア
コ
ン
の
取
付
工
事
を
学
び
た

い
独
立
希
望
者
も
い
る
と
い
う
。

　

勤
務
場
面
は
、
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
な
ど

白
物
家
電
の
設
置
工
事
の
補
助
作
業
が
中
心

だ
。
最
近
で
は
蓄
熱
暖
房
機
の
撤
去
作
業
の

需
要
も
多
く
、
レ
ン
ガ
材
の
搬
出
で
重
宝
し

て
い
る
と
の
こ
と
。
作
業
時
に
は
安
全
管
理

を
徹
底
す
る
よ
う
注
意
し
て
い
る
。
室
外
機

は
40
㎏
以
上
の
重
量
の
も
の
も
あ
る
た
め
、

運
搬
時
は
特
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

他
に
も
、
大
学
生
が
勤
務
し
た
際
は
、
危
険

な
作
業
は
代
わ
っ
て
行
う
な
ど
、
年
齢
や
体

力
に
応
じ
た
配
慮
を
心
が
け
て
い
る
。

　

導
入
効
果
と
し
て
赤
坂
社
長
は
「
業
務
効

率
化
」
と
「
顧
客
満
足
度
向
上
」
の
両
面
で

メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い
る
。「
例
え
ば
マ

ン
シ
ョ
ン
３
階
へ
の
家
電
の
上
げ
下
げ
を
全

て
１
人
で
行
え
ば
、
時
間
も
か
か
る
し
、
顧

客
に
も
迷
惑
が
か
か
る
。
２
人
体
制
に
な
っ

て
作
業
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
顧
客
へ
の
安
心

感
も
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。

大
手
量
販
店
の
よ
う
に
複
数
人
で
の
対
応
が

可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
、
顧
客
の
信
頼
獲
得

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

想
定
外
の
効
果
と
し
て
、
ワ
ー
カ
ー
か
ら

の
顧
客
紹
介
と
い
う
思
わ
ぬ
メ
リ
ッ
ト
も
生

ま
れ
た
。「
一
緒
に
働
い
て
も
ら
っ
た
こ
と

で
、
私
の
人
柄
や
仕
事
の
進
め
方
を
理
解
し

て
も
ら
え
た
結
果
、『
知
り
合
い
の
家
の
エ

ア
コ
ン
も
見
て
も
ら
い
た
い
』
と
声
を
か
け

て
く
れ
た
」と
赤
坂
社
長
は
振
り
返
る
。ワ
ー

カ
ー
か
ら
の
口
コ
ミ
に
よ
る
営
業
効
果
は
、

従
来
の
広
告
宣
伝
で
は
得
ら
れ
な
い
信
頼
性

の
高
い
顧
客
獲
得
手
法
と
も
い
え
る
。

　

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
赤
坂
社
長
は
「
地

方
で
も
十
分
に
人
が
集
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
の
で
、
今
後
は
営
業
や
事
務
な
ど
他
職
種

の
募
集
へ
の
活
用
も
検
討
し
た
い
」
と
意
欲

を
見
せ
る
。

福
井
で
も
予
想
外
の
応
募
実
績
が

顧
客
紹
介
と
い
う
想
定
外
の
成
果

有限会社赤坂電機
代表取締役 赤坂 光彦 氏
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エアコンの入替需要でタイミーのワーカーを活用する

  まちの電気店が  
  スポットワーク活用で得た  
  「＋αの効果」  
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福
井
市
内
で
「
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｎ  

Ｗ
」「
自

家
製
麺
ら
ぁ
麺
食
堂
Ｗ
」
の
２
店
舗
を
展
開

す
る
㈱
ノ
ー
ス
リ
バ
ー
。北
川
紀
夫
社
長
は
、

ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
勤
務
し
た
ワ
ー
カ
ー
を

常
勤
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
採
用
し
た
実
績

を
持
つ
。
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
話
を
う
か
が
っ
た
。

　

タ
イ
ミ
ー
を
活
用
し
始
め
た
の
は

２
０
２
３
年
。
き
っ
か
け
は
ア
ル
バ
イ
ト
の

急
な
欠
勤
に
対
す
る
人
手
不
足
を
解
消
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
だ
っ
た
。
導
入
背
景
に

は
、
独
自
の
勤
務
体
制
が
あ
る
。
同
社
で
は

面
接
時
に「
月
に
ど
の
く
ら
い
稼
ぎ
た
い
か
」

を
必
ず
確
認
し
、
希
望
額
に
応
じ
た
シ
フ
ト

を
組
む
方
針
だ
。
そ
の
た
め
余
剰
採
用
は
行

わ
ず
、
学
生
の
テ
ス
ト
期
間
や
急
な
欠
勤
時

は
既
存
ス
タ
ッ
フ
の
勤
務
を
増
や
し
て
対
応

す
る
し
か
な
か
っ
た
。

　

タ
イ
ミ
ー
経
由
の
ワ
ー
カ
ー
は
、
学
生
と

主
婦
層
が
中
心
で
、
業
務
内
容
は
主
に
ホ
ー

ル
で
の
配
膳
や
皿
洗
い
、
座
席
の
後
片
付
け

な
ど
。
配
膳
は
注
文
後
ラ
ー
メ
ン
を
持
っ
て

行
き
完
結
す
る
こ
と
が
大
半
な
の
で
「
接
客

が
苦
手
で
も
働
き
や
す
い
環
境
」だ
と
い
う
。

北
川
社
長
自
身
が
現
場
で
ワ
ー
カ
ー
と
一

緒
に
働
き
、
店
の
雰
囲
気
や
勤
務
形
態
に

適
性
が
あ
る
か
を
判
断
し
て
い
る
。「
こ
れ

ま
で
も
面
接
を
重
視
し
て
き
た
が
、
面
接

だ
け
で
は
仕
事
へ
の
適
性
は
分
か
ら
な
い
。

実
際
に
働
い
て
も
ら
う
こ
と
で
、
う
ち
の

店
の
雰
囲
気
に
合
う
方
を
見
極
め
ら
れ
る
」

と
北
川
社
長
は
語
る
。
既
に
こ
れ
ま
で
も

２
店
舗
で
計
12
名
の
正
式
ア
ル
バ
イ
ト
の

採
用
に
つ
な
が
り
、
現
在
６
名
が
勤
務
し

て
い
る
。

　

多
様
な
経
験
を
持
つ
ワ
ー
カ
ー
と
共
に
働

く
こ
と
で
、
既
存
ス
タ
ッ
フ
の
働
き
方
に
も

良
い
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。「
新
し
い

方
に
そ
の
都
度
仕
事
を
教
え
る
こ
と
で
、
う

ち
の
社
員
も
初
心
に
返
っ
て
く
れ
る
」
と
い

う
。
ま
た
、
他
店
の
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に

し
た
情
報
を
教
え
て
く
れ
る
ワ
ー
カ
ー
も
お

り
、例
え
ば
清
掃
用
洗
剤
の
情
報
提
供
な
ど
、

実
践
的
な
知
識
交
換
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　

運
用
面
で
は
、
急
な
欠
勤
対
応
の
際
に
は

時
給
を
通
常
よ
り
高
め
に
し
た
り
、「
夜
の

勤
務
な
ら
ば
開
始
を
18
時
半
か
ら
設
定
す
れ

ば
比
較
的
決
ま
り
や
す
い
」
と
い
っ
た
時
間

調
整
を
実
施
。
一
方
で
「
先
着
順
な
の
で
人

を
選
べ
な
い
」「
直
前
キ
ャ
ン
セ
ル
や
遅
刻

を
す
る
人
も
い
る
」
と
い
う
課
題
も
あ
り
、

事
前
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
業
務
内
容
を
確
認
し

合
う
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
今
後
に

つ
い
て
は
「
実
際
に
働
い
て
も
ら
っ
て
お
互

い
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
ス
ポ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
う
。
今

後
も
良
い
人
材
の
採
用
に
向
け
、
利
用
を
継

続
し
た
い
」と
北
川
社
長
は
展
望
を
語
っ
た
。

TOPIC

02
INTERVIEW

with NORTH RIVER

ワーカーは料理提供などの業務を担う

実
働
で
見
極
め
る
新
採
用
手
法

運
用
の
工
夫
と
課
題

  スポットワークで見極めて　
  長期採用へつなげる　

株式会社ノースリバー
代表取締役 北川 紀夫 氏
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タ
イ
ミ
ー
な
ど
仲
介
事
業
者
経
由
の
人
材

活
用
に
つ
い
て
、
当
社
の
顧
問
先
企
業
の
中

で
は
、
飲
食
店
に
お
い
て
繁
忙
期
な
ど
短
時

間
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
る
ほ
か
、
介
護
業

界
で
は
従
来
集
ま
り
に
く
か
っ
た
若
い
人
材

の
確
保
が
可
能
と
な
っ
た
事
例
が
見
ら
れ

る
。
ま
た
、
事
業
者
経
由
の
人
材
が
直
接
ア

ル
バ
イ
ト
、
さ
ら
に
正
社
員
へ
発
展
す
る

ケ
ー
ス
も
生
ま
れ
て
お
り
、
今
後
は
ス
ポ
ッ

ト
ワ
ー
ク
か
ら
長
期
雇
用
・
定
着
に
繋
が
る

可
能
性
は
高
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

　

企
業
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
必
要
な
時
だ

け
人
材
を
確
保
で
き
、
何
ら
か
の
問
題
が
あ

る
人
材
は
「
１
日
限
り
の
関
係
」
で
切
り
替

え
ら
れ
る
と
い
う
声
も
聞
く
。
企
業
に
と
っ

て
は
、
人
手
が
必
要
な
時
間
帯
の
み
活
用
可

能
な
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
現
在
の
労
働
市
場

に
適
し
て
お
り
、
派
遣
と
同
程
度
の
手
数
料

で
あ
り
な
が
ら
、
短
期
利
用
で
き
る
と
い
う

点
で
も
リ
ス
ク
が
低
い
。

　

ま
た
、
タ
イ
ミ
ー
で
は
労
働
者
名
簿
や
労

働
条
件
通
知
書
な
ど
法
的
に
必
要
な
書
類
が

ア
プ
リ
で
入
力
し
た
情
報
を
も
と
に
自
動
で

作
ら
れ
る
た
め
、
作
成
が
煩
わ
し
い
書
類
が

確
実
に
整
備
さ
れ
る
と
い
う
点
で
も
、
法
令

遵
守
が
進
ん
で
い
る
側
面
が
あ
る
。
ま
た
、

面
倒
な
給
与
計
算
の
必
要
が
無
い
こ
と
も
メ

リ
ッ
ト
の
一
つ
だ
ろ
う
。

　

今
後
の
注
意
点
と
し
て
は
、
労
働
保
険
料

申
告
の
際
の
構
造
的
な
漏
れ
で
あ
る
。
仲
介

事
業
者
経
由
で
支
払
わ
れ
る
給
与
は
本
人
へ

の
給
与
明
細
で
は
な
く
、
仲
介
事
業
者
へ
の

請
求
書
で
支
払
う
た
め
、
企
業
が
労
働
保
険

料
の
申
告
時
に
見
落
と
し
て
し
ま
い
、
こ
ち

ら
か
ら
指
摘
す
る
事
例
も
発
生
し
て
い
る
。

本
来
は
労
働
者
（
給
与
賃
金
）
と
し
て
扱
う

べ
き
な
の
に
外
注
費
の
よ
う
な
処
理
を
行
う

ケ
ー
ス
が
頻
発
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
事
業

主
と
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
に
は
直
接
労
働
契

約
が
成
立
し
、
労
働
法
令
が
完
全
適
用
さ
れ

る
の
で
、
通
常
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
同
様
、
労

働
法
の
遵
守
が
必
要
と
の
認
識
が
不
足
し
が

ち
で
あ
る
。
企
業
側
は
、
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク

利
用
時
の
労
務
管
理
に
つ
い
て
正
し
い
理
解

を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

一
方
、
労
働
者
に
は
「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
感

覚
」
で
は
な
く
、
適
切
な
労
働
者
と
し
て
の

権
利
と
義
務
を
理
解
し
て
も
ら
う
取
り
組
み

が
重
要
と
な
る
。
人
材
確
保
が
深
刻
な
経
営

課
題
と
な
っ
て
い
る
今
、
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ア
プ
リ
は
「
選
ば
れ
る
企
業
」
と
な
る
た
め

の
手
段
と
し
て
活
用
価
値
は
高
い
。
法
令
を

遵
守
し
た
運
用
に
よ
り
、
一
時
的
な
戦
力
確

保
だ
け
で
な
く
、
人
材
の
定
着
や
再
戦
力
化

に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
恒
久
的
な
人
材
確
保

と
持
続
的
な
成
長
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

　

今
回
の
実
例
は
、
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
人
手
不
足
へ
の
応
急
処
置
を
超
え
、

業
務
効
率
化
や
営
業
効
果
、
業
務
を
通

じ
た
相
互
理
解
に
よ
る
正
規
採
用
へ
の

発
展
な
ど
、
多
面
的
価
値
を
持
つ
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
「
勤

務
体
験
」
が
も
た
ら
す
組
織
の
「
新
陳

代
謝
」
効
果
で
あ
る
。
初
め
て
働
く
多

様
な
ワ
ー
カ
ー
へ
の
業
務
説
明
や
指
導

を
通
じ
て
、
既
存
ス
タ
ッ
フ
が
初
心
に

返
り
、
成
長
を
促
さ
れ
る
。
さ
ら
に
業

務
の
棚
卸
し
や
改
善
へ
の
新
た
な
気
づ

き
が
生
ま
れ
、
組
織
全
体
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

運
用
に
あ
た
っ
て
は
法
令
遵
守
面
で

の
課
題
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る

も
の
の
、
適
切
に
活
用
す
れ
ば
短
期
的

な
労
働
力
確
保
か
ら
長
期
的
な
人
材
定

着
、
組
織
活
性
化
へ
と
発
展
す
る
戦
略

的
な
ツ
ー
ル
と
な
る
。
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
柔
軟
性
を
活
か
し
、
自
社
に
合
っ

た
活
用
方
法
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
企
業
の
新
た
な
成
長
へ
の
道
筋
が

見
え
て
く
る
は
ず
だ
。

TOPIC

03
INTERVIEW with EXPERT

スポットワークが普及することによる効果や、
事業者が把握すべき課題等について

社会保険労務士の今井順也氏
（社会保険労務士法人今井労務経営 所長）に

尋ねた。

社会保険労務士法人今井労務経営 
所長　今井 順也 氏

専門家に聞く

見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
法
的
課
題
も

スポットワークの
効果と課題

人
手
不
足
が
組
織
を
強
く
す
る
時
代

ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る  

お
問
合
せ
先

 

創
業
・
経
営
支
援
課

０
７
７
６
・
３
３
・
８
２
８
３

柔
軟
な
働
き
方
と

リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
の
両
立


